	事業の名称
	（仮称）鷺沼駅前地区第一種市街地再開発事業

	意　見　書

令和　年　　月　　日
（宛先）川　崎　市　長

住　所　　〒

フリガナ

氏名（法人の場合は名称及び代表者の氏名）
電話番号又はメールアドレス
川崎市環境影響評価に関する条例（平成１１年川崎市条例第４８号）第２１条第１項の規定による意見書を次のとおり提出します。

	（注意事項）

１　環境の保全の見地からではない意見や、記載事項に不備がある意見書は、意見書として取扱うことができませんので御注意ください。
２　意見の記入及び提出に当たっては必ず別紙「意見書を提出する方へ」を御確認ください。
　提出方法は郵送、持参、ホームページ内フォームのいずれかです。ファクス、Ｅメールでは受け付けていません。
３　御記入いただいた個人情報は川崎市個人情報保護条例に基づき厳重に保護・管理します。

	意見記入欄
	(1)準備書の該当ページ番号
又は環境影響評価項目等
	(2)準備書についての環境の保全の見地からの意見

	
	公共部分の見直しについて
P16～P36
	準備組合から計画の見直しの申し入れの期間、約２年半の間市民には準備組合からも川崎市からも変更内容に関する途中経過報告は全くなく、説明会開催の要望に対してお話しする内容はないので開催できないとの回答だった。
計画見直し案を見ると、市民から指摘の問題点に関する変更はほとんど取り上げられていない反面、公共部分に関しては準備組合と川崎市との綿密な打ち合わせに基づき大きく変更が加えられている。小ホールや大ホールの位置変更や図書館（らしい）部分との動線計画の変更等である。
このような大きな変更を準備組合と川崎市でしっかり協議しながら市民には一切説明・報告しないで結果を押し付ける姿勢では市民の要望を取り入れた計画にすることは不可能である。公共部分は一旦白紙にして市民と話し合いを始めるべきである。


※　この用紙で記載しきれない場合は、便箋、罫紙等を用いてください。その場合、紙の右上に＿枚中＿枚目と全体の枚数を記載してください（例：３枚中１枚目）。

　提出期限　令和５年１月２５日（水）まで（郵送の場合は当日消印有効）
